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氏 名 林 竜太朗 
本論文は、通常は不安定で蓄積できない有機カチオン種を適切な求核種との反応によ
り別の蓄積可能なカチオン性中間体へ変換した後、それを合成反応に利用する手法を述
べたものである。以下にその概要を示す。 
 
1. スルフィルイミンの存在下でベンジルカチオンを発生させるとベンジルアミノス
ルホニウムイオンとして蓄積できることを明らかにした。このカチオン種は芳香族求核
剤とはベンジルカチオンの等価体として反応し、ジアリールメタンを与えた。本手法は
芳香族求核剤やジアリールメタンを酸化条件にさらさずにすむため、酸化されやすいジ
アリールメタンの合成にも適用可能である。一方ベンジルアミノスルホニウムイオンは
ヨウ化物イオンで処理するとスルフィルイミン由来の窒素官能基も導入することがで
き、ベンジルアミンの合成にも適用できることを明らかにした。 
 
2. ジメチルスルホキシドに安定化されたハロゲンのカチオンとアルケンの反応によ
り生成する β-ハロアルコキシスルホニウムイオンに対し、水酸化ナトリウムを加えると
ハロヒドリンが、ナトリウムメトキシドを加えるとエポキシドが得られることを示し
た。また、安定化剤をジフェニルスルホキシドにしたヨウ素カチオンをスチレン誘導体
と反応させて生成した β-ヨードアルコキシスルホニウムイオンがベンジルカチオンの
等価体として利用できることも示した。この場合は芳香族求核剤と反応させた後、ワン
ポットでHIの脱離反応を行うとジアリールエチレンが得られ、全体としてアルケン
C−H結合と芳香族 C−H結合のクロスカップリング反応が達成された。 
 
3. トリフラートアニオンにより安定化されたグリコシルカチオンを用い、ワンポット
でグリコシル化を繰り返し行いオリゴ糖の合成を行う手法とそれに基づいた自動糖鎖合
成装置を開発した。本手法を用い六糖までの合成ができることも明らかにした。 
 
以上、本論文は、電解酸化により発生させたカチオン性中間体を用いる有機反応の新
しい可能性を開くもので、新規で有用な知見を多く含んでおり、学術上、実際上、寄与
するところが少なくない。よって、本論文は、博士（工学）の学位論文としての価値の
あるものと認めた。また、平成３０年２月１６日、論文内容とそれに関連する事項につ
いて試問を行った結果、合格と認めた。 
 
 
 
